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(54)【発明の名称】 セグメント型表示素子用駆動装置

(57)【要約】
【課題】  セグメント型表示素子において、減光モード
時の輝度むらを、互いに面積の異なる各セグメントへの
定電流の立ち上がり時間のばらつきによる影響を少なく
することで低減するようにした駆動装置を提供する。
【解決手段】  有機ＥＬパネル１０の非減光モード及び
減光モードのいずれでも、制御ＩＣ回路２０の制御のも
とに定電流ＩＣ回路３０により各セグメント１０ａ乃至
１０ｃに供給する各定電流のピーク値は、それぞれ、各
セグメント１０ａ乃至１０ｃの発光面積に比例するが、
有機ＥＬパネル１０の減光モードにおける各セグメント
１０ａ乃至１０ｃへの各定電流の供給時間は、それぞ
れ、有機ＥＬパネル１０の非減光モードにおける各セグ
メント１０ａ乃至１０ｃへの各定電流の供給時間よりも
短い。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  互いに発光面積の異なる少なくとも第１
及び第２のセグメント（１０ａ乃至１０ｃ）を内蔵して
なるセグメント型表示素子（１０）を非減光モードにお
くように前記第１及び第２のセグメントを駆動する第１
及び第２の非減光モード制御信号を発生し、また、前記
表示素子を減光モードにおくように前記第１及び第２の
セグメントを駆動する第１及び第２の減光モード制御信
号を発生する制御信号発生手段（２０）と、
前記第１及び第２のセグメントに供給する第１及び第２
の定電流を設定する定電流設定手段（３２乃至３４、４
０ａ乃至４０ｃ）と、
前記第１非減光モード制御信号或いは第１減光モード制
御信号に基づき駆動されて前記第１定電流を前記第１セ
グメントに供給し、前記第２非減光モード制御信号或い
は第２減光モード制御信号に基づき駆動されて前記第２
定電流を前記第２セグメントに供給する電流供給手段
（３１、３５乃至３７）とを備える駆動装置において、
前記定電流設定手段は、前記第１定電流のピーク値を前
記第１セグメントの発光面積に比例して設定するととも
に、前記第２定電流のピーク値を前記第２セグメントの
発光面積に比例して設定し、
前記制御信号発生手段は、前記第１及び第２の非減光モ
ード制御信号を、同一のデューティ比にて発生し、前記
第１及び第２の減光モード制御信号を、前記デューティ
比よりも小さい同一のデューティ比にて発生し、
前記電流供給手段は、前記第１セグメントへの前記第１
定電流の供給を、前記第１セグメントの発光面積に比例
するピーク値でもって、前記第１非減光モード制御信号
のデューティ比或いは前記第１減光モード制御信号のデ
ューティ比にて行い、前記第２セグメントへの前記第２
定電流の供給を、前記第２セグメントの発光面積に比例
するピーク値でもって、前記第２非減光モード制御信号
のデューティ比或いは前記第２減光モード制御信号のデ
ューティ比にて行うことを特徴とするセグメント型表示
素子用駆動装置。
【請求項２】  互いに発光面積の異なる少なくとも第１
及び第２のセグメント（１０ａ乃至１０ｃ）を内蔵して
なるセグメント型表示素子（１０）を非減光モードにお
くように前記第１及び第２のセグメントを駆動する第１
及び第２の非減光モード制御信号を発生し、また、前記
表示素子を減光モードにおくように前記第１及び第２の
セグメントを駆動する第１及び第２の減光モード制御信
号を発生する制御信号発生手段（２０Ａ）と、
前記第１及び第２のセグメントに供給する第１及び第２
の定電流を設定する定電流設定手段（３２Ａ乃至３４
Ａ、４０ａ乃至４０ｃ）と、
前記第１非減光モード制御信号或いは第１減光モード制
御信号に基づき駆動されて前記第１定電流を前記第１セ
グメントに供給し、前記第２非減光モード制御信号或い*
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*は第２減光モード制御信号に基づき駆動されて前記第２
定電流を前記第２セグメントに供給する電流供給手段
（３１、３５乃至３７）とを備える駆動装置において、
前記制御信号発生手段は、前記第１非減光モード制御信
号及び前記第１減光モード制御信号を、前記第１セグメ
ントの発光面積に比例する同一のデューティ比にて発生
し、また、前記第２非減光モード制御信号及び第２減光
モード制御信号を、前記第２セグメントの発光面積に比
例する同一のデューティ比にて発生し、
前記定電流設定手段は、前記第１及び第２の非減光モー
ド制御信号に基づき前記第１及び第２の定電流の各ピー
ク値を前記第１及び第２のセグメントの各発光面積のう
ち最大の発光面積に比例する同一の値（以下、非減光モ
ードピーク値という）に設定し、また、前記第１及び第
２の減光モード制御信号に基づき前記第１及び第２の定
電流の各ピーク値を前記非減光モードピーク値よりも小
さな同一の値（以下、減光モードピーク値という）に設
定し、
前記電流供給手段は、前記表示素子を非減光モードにお
くとき、前記非減光モードピーク値でもって、前記第１
セグメントへの前記第１定電流の供給を前記第１非減光
モード制御信号のデューティ比にて行うとともに前記第
２セグメントへの前記第２定電流の供給を前記第２非減
光モード制御信号のデューティ比にて行い、また、前記
表示素子を減光モードにおくとき、前記非減光モードピ
ーク値でもって、前記第１セグメントへの前記第１定電
流の供給を前記第１減光モード制御信号のデューティ比
にて行うとともに、前記第２セグメントへの前記第２定
電流の供給を前記第２非減光モード制御信号のデューテ
ィ比にて行うことを特徴とするセグメント型表示素子用
駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、セグメント型表示
素子用駆動装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、セグメント型表示素子としては、
特開平９－３０５１４６号公報にて示すように、セグメ
ント型有機ＥＬパネルがある。当該有機ＥＬパネルで
は、その各セグメント間における面積の違いによる輝度
ムラを低減するために、各セグメント毎に、これら各セ
グメントへの流入電流の値を制御したり、当該各セグメ
ントへの印加駆動パルスの幅（即ち、デューティ比）を
制御するようになっている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】ところで、上記表示素
子を車載用表示装置に採用する場合、有機ＥＬパネルの
表示の明るさを、夜間において昼間よりも低下させるた
め、減光機能を有する表示装置が必要となる。即ち、こ
の表示装置によれば、昼間には、非減光モードにて、有
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機ＥＬパネルの表示を明るくし、夜間には、上記減光機
能を利用する減光モードにて、有機ＥＬパネルの表示を
非減光モード時よりも暗くするようにする。
【０００４】このような表示装置では、減光モード時
に、減光度合いの相違と各セグメントの発光面積の相違
との双方による輝度むらが、有機ＥＬパネルの表示面に
おいて生ずるという不具合を招く。例えば、有機ＥＬパ
ネルの表示面において、非減光モード時の昼間に見えな
かった輝度むらが、減光モード時の夜間には見えてしま
うという現象が生ずるという不具合を招く。
【０００５】そこで、本発明者等は、上述のような不具
合の発生原因につき、図６乃至図８を参照して詳細に検
討してみた。図６は、有機ＥＬパネル（以下、有機ＥＬ
パネル１０という）の一例を示しており、この有機ＥＬ
パネル１０は、主として、三つの正極側電極（図示しな
い）と、これら各正極側電極にそれぞれ対向する各負極
側電極（図示しない）との間に、各発光層を設けて構成
される各セグメント１０ａ、１０ｂ、１０ｃを有する。
これらセグメント１０ａ、１０ｂ、１０ｃにおいては、
セグメント毎に、その正極側電極から負極側電極に向け
て定電流を供給されて発光層にて発光する。
【０００６】ここで、セグメント１０ａは、正方形状の
表面を有し、セグメント１０ｂは、長方形状の表面を有
し、セグメント１０ｃは正方形状の表面を有する。セグ
メント１０ｂの表面は、セグメント１０ａの表面の面積
の半分を有し、セグメント１０ｃの表面は、セグメント
１０ｂの表面の面積の半分を有する。このことは、有機
ＥＬパネル１０における各セグメントの発光面積比率
は、セグメント１０ａの発光面積：セグメント１０ｂの
発光面積：セグメント１０ｃの発光面積＝４：２：１で
あることを意味する。
【０００７】また、各セグメント１０ａ乃至１０ｃをそ
れぞれ電気的等価回路に置換すると、これら各等価回路
は次にように表せる。即ち、セグメント１０ａは、抵抗
Ｒ１及びダイオードＤ１の直列回路とコンデンサＣ１と
の並列回路で表され、セグメント１０ｂは、抵抗Ｒ２及
びダイオードＤ２の直列回路とコンデンサＣ２との並列
回路で表され、セグメント１０ｃは、抵抗Ｒ３及びダイ
オードＤ３の直列回路とコンデンサＣ３との並列回路で
表される。ここで、各コンデンサの静電容量比率は、上
記発光面積比率に基づき、コンデンサＣ１の静電容量：
コンデンサＣ２の静電容量：コンデンサＣ３の静電容量
＝４：２：１となる。なお、図６にて各符号ｒ１乃至ｒ
３は、それぞれ、抵抗を示す。
【０００８】このように構成した有機ＥＬパネル１０に
おいては、各セグメント１０ａ乃至１０ｃは、第１乃至
第３の電流供給部（図示しない）により、非減光モード
（図７参照）或いは減光モード（図８参照）にて表示す
るように駆動制御される。なお、第１乃至第３の電流供
給部は、それぞれ、両電界効果トランジスタからなるプ
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ッシュプル回路及び定電流源を有する。以下、本明細書
において、電界効果トランジスタはＦＥＴという。
【０００９】図７の非減光モード或いは図８の減光モー
ドにおいて、第１電流供給部は、そのプッシュプル回路
の各ＦＥＴにてパルス状の各駆動電圧ｖａ、ｖｂを印加
されて定電流ｉａをセグメント１０ａに流入する。第２
電流供給部は、そのプッシュプル回路の各ＦＥＴにてパ
ルス状の各駆動電圧ｖｃ、ｖｄを印加されて定電流ｉｂ
をセグメント１０ｂに流入する。また、第３電流供給部
は、そのプッシュプル回路の各ＦＥＴにてパルス状の各
駆動電圧ｖｅ、ｖｆを印加されて定電流ｉｃをセグメン
ト１０ｃに流入する。
【００１０】換言すれば、非減光モードでは、セグメン
ト１０ａは、第１電流供給部の両ＦＥＴの一方がオンし
他方がオフする時間Ｔ１によるデューティ比制御でもっ
て、定電流ｉａのもと、発光制御或いは非発光制御さ
れ、セグメント１０ｂは、第２電流供給部の両ＦＥＴの
一方がオンし他方がオフする時間Ｔ２によるデューティ
比制御でもって、定電流ｉｂのもと、発光制御或いは非
発光制御され、セグメント１０ｃは、第３電流供給部の
両ＦＥＴの一方がオンし他方がオフする時間Ｔ３による
デューティ比制御でもって、定電流ｉｃのもと、発光制
御或いは非発光制御される。
【００１１】一方、減光モードでは、セグメント１０ａ
は、第１電流供給部の両ＦＥＴの一方がオンし他方がオ
フする時間Ｔ１１によるデューティ比制御でもって、定
電流ｉａのもと、発光制御或いは非発光制御され、セグ
メント１０ｂは、第２電流供給部の両ＦＥＴの一方がオ
ンし他方がオフする時間Ｔ２１によるデューティ比制御
でもって、定電流ｉｂのもと、発光制御或いは非発光制
御され、セグメント１０ｃは、第３電流供給部の両ＦＥ
Ｔの一方がオンし他方がオフする時間Ｔ３１によるデュ
ーティ比制御でもって、定電流ｉｃのもと、発光制御或
いは非発光制御される。
【００１２】ここで、各駆動電圧ｖａ乃至ｖｆは、図７
及び図８にて示すごとく、共に、ローレベル（零電圧）
とハイレベル（所定電圧Ｖｈ）とを交互に維持するよう
にパルス状に変化するが、非減光モードでは、駆動電圧
ｖａがハイレベルで駆動電圧ｖｂがローレベルにある時
間（上記時間Ｔ１、Ｔ１１）、駆動電圧ｖｃがハイレベ
ルで駆動電圧ｖｄがローレベルにある時間（上記時間Ｔ
２、Ｔ２１）、及び駆動電圧ｖｅがハイレベルで駆動電
圧ｖｆがローレベルにある時間（上記時間Ｔ３、Ｔ３
１）は、各セグメント１０ａ、１０ｂ及び１０ｃの各発
光面積の大きさにあわせて順次短くなっている。また、
減光モードでの各時間Ｔ１１、Ｔ２１、Ｔ３１は、それ
ぞれ、非減光モードでの各時間Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３よりも
短くなっている。
【００１３】具体的には、時間Ｔ１：時間Ｔ２：時間Ｔ
３＝セグメント１０ａの発光面積：セグメント１０ｂの
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発光面積：セグメント１０ｃの発光面積＝４：２：１で
あり、Ｔ１：Ｔ１１＝Ｔ２：Ｔ２１＝Ｔ３：Ｔ３１＝
１：６である。また、各定電流ｉａ、ｉｂ、ｉｃのピー
ク値は、共に、図７及び図８にて示すごとく、Ｉｐと同
一である。
【００１４】以上によれば、各セグメントの発光面積の
比率と各定電流のパルス幅の比率とを互いに対応させて
一定にすることで、各セグメントの発光面積の相違によ
る有機ＥＬパネル１０の表示面の輝度むらを抑制し、特
に、減光モード時には、上述のように非減光モード時よ
りもさらに各駆動電圧ｖａ乃至ｖｅのパルス幅を狭くす
ることで、有機ＥＬパネル１０の表示面の明るさは低下
する。
【００１５】しかし、このような制御では、上述のよう
に各セグメントへの定電流ｉａ乃至ｉａｃの各ピーク値
が共にＩｐと同一になっている。また、各セグメントの
等価回路は上述のようになっている。このため、各セグ
メントの発光面積の差に起因する各コンデンサＣ１乃至
Ｃ３の静電容量の差によって、各セグメントへの発光に
関与する流入定電流の立ち上がり時間に差異が生ずる。
【００１６】具体的には、非減光モード及び減光モード
のいずれにおいても、同様に、発光面積の大きいセグメ
ント程、静電容量が大きいために発光に関与しない電荷
を供給する時間を長く要し、発光に関与する定電流の立
ち上がりが遅れる（図７及び図８にて各定電流ｉａ、ｉ
ｂ、ｉｃの立ち上がり波形参照）。このため、各セグメ
ントへの発光に関与する流入定電流の電流密度は、上述
のような発光に関与する定電流の立ち上がり遅れのない
場合に比べて小さくなる。
【００１７】一方、減光モードにおける各定電流の各セ
グメントへの流入時間は、非減光モードにおける各対応
の定電流の各セグメントへの流入時間の６分の１になっ
ている（図７及び図８参照）のに対し、各セグメントへ
の流入定電流の立ち上がりの遅れは、非減光モード及び
減光モードのいずれでも、上記各等価回路が同一故、同
一である。
【００１８】このため、例えば、セグメント１０ａへの
発光に関与する定電流の上記立ち上がり遅れによる流入
減少量のセグメント１０ａへの定電流の流入量に対する
比率は、非減光モード時よりも減光モード時においてか
なり大きくなる。従って、各セグメントへの発光に関与
する定電流の電流密度は、非減光モード時よりも減光モ
ード時においてかなり減少する。よって、有機ＥＬパネ
ル１０の表示面は、非減光モード時よりも減光モード時
の方がかなり暗くなる。これが、有機ＥＬパネルの減光
モードにおける輝度むらの原因となる。
【００１９】そこで、本発明は、以上のようなことに対
処するため、セグメント型表示素子において、減光モー
ド時の輝度むらを、互いに面積の異なる各セグメントへ
の発光に関与する定電流の立ち上がり時間のばらつきに
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よる影響を少なくすることで低減するようにした駆動装
置を提供することを目的とする。
【００２０】
【課題を解決するための手段】上記課題の解決にあた
り、請求項１に記載の発明に係るセグメント型表示素子
用駆動装置では、互いに発光面積の異なる少なくとも第
１及び第２のセグメント（１０ａ乃至１０ｃ）を内蔵し
てなるセグメント型表示素子（１０）を非減光モードに
おくように第１及び第２のセグメントを駆動する第１及
び第２の非減光モード制御信号を発生し、また、表示素
子を減光モードにおくように第１及び第２のセグメント
を駆動する第１及び第２の減光モード制御信号を発生す
る制御信号発生手段（２０）と、第１及び第２のセグメ
ントに供給する第１及び第２の定電流を設定する定電流
設定手段（３２乃至３４、４０ａ乃至４０ｃ）と、第１
非減光モード制御信号或いは第１減光モード制御信号に
基づき駆動されて第１定電流を第１セグメントに供給
し、第２非減光モード制御信号或いは第２減光モード制
御信号に基づき駆動されて第２定電流を第２セグメント
に供給する電流供給手段（３１、３５乃至３７）とを備
える。
【００２１】当該駆動装置において、定電流設定手段
は、第１定電流のピーク値を第１セグメントの発光面積
に比例して設定するとともに、第２定電流のピーク値を
第２セグメントの発光面積に比例して設定し、制御信号
発生手段は、第１及び第２の非減光モード制御信号を、
同一のデューティ比にて発生し、第１及び第２の減光モ
ード制御信号を、上記デューティ比よりも小さい同一の
デューティ比にて発生し、電流供給手段は、第１セグメ
ントへの第１定電流の供給を、第１セグメントの発光面
積に比例するピーク値でもって、第１非減光モード制御
信号のデューティ比或いは第１減光モード制御信号のデ
ューティ比にて行い、第２セグメントへの第２定電流の
供給を、第２セグメントの発光面積に比例するピーク値
でもって、第２非減光モード制御信号のデューティ比或
いは第２減光モード制御信号のデューティ比にて行うこ
とを特徴とする。
【００２２】これにより、各定電流の供給時間は、非減
光モードでは各非減光モード制御信号のデューティ比に
起因して共に同一の時間であり、減光モードでは各減光
モード制御信号のデューティ比に起因して共に非減光モ
ードよりも短い同一の時間である。
【００２３】また、非減光モード及び減光モードのいず
れにおいても、上述のごとく、第１及び第２の設定電流
の各ピーク値は、それぞれ、第１及び第２のセグメント
の発光面積に比例するように設定されている。
【００２４】よって、第１及び第２のセグメントの各電
気的等価回路における各コンデンサの静電容量が相互に
異なっていても、第１及び第２のセグメントの各等価回
路の時定数は共にほぼ同一となり、このため、各コンデ
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7
ンサの充電に要する時間は共にほぼ同一になる。換言す
れば、第１及び第２のセグメントでの発光に関与する各
定電流の立ち上がり時間は共にほぼ同一になる。
【００２５】従って、非減光モードは勿論のこと、減光
モードにおいても、上述のような各定電流のほぼ同一の
立ち上がり特性に基づき、第１及び第２のセグメントへ
の各供給電流の電流密度は、相互にほぼ同一の値とな
る。よって、第１及び第２のセグメントの発光輝度は、
相互にほぼ均一となるから、表示素子に表示むらが発生
することがない。よって、減光モードにおいて、表示素
子における輝度むらは殆ど発生しない。従って、例え
ば、非減光モード時に見えなかった表示むらが減光モー
ド時に見えるということはない。
【００２６】また、請求項２に記載の発明に係るセグメ
ント型表示素子用駆動装置では、互いに発光面積の異な
る少なくとも第１及び第２のセグメント（１０ａ乃至１
０ｃ）を内蔵してなるセグメント型表示素子（１０）を
非減光モードにおくように第１及び第２のセグメントを
駆動する第１及び第２の非減光モード制御信号を発生
し、また、表示素子を減光モードにおくように第１及び
第２のセグメントを駆動する第１及び第２の減光モード
制御信号を発生する制御信号発生手段（２０Ａ）と、第
１及び第２のセグメントに供給する第１及び第２の定電
流を設定する定電流設定手段（３２Ａ乃至３４Ａ、４０
ａ乃至４０ｃ）と、第１非減光モード制御信号或いは第
１減光モード制御信号に基づき駆動されて第１定電流を
前記第１セグメントに供給し、第２非減光モード制御信
号或いは第２減光モード制御信号に基づき駆動されて第
２定電流を前記第２セグメントに供給する電流供給手段
（３１、３５乃至３７）とを備える。
【００２７】当該駆動装置において、制御信号発生手段
は、第１非減光モード制御信号及び第１減光モード制御
信号を、第１セグメントの発光面積に比例する同一のデ
ューティ比にて発生し、また、第２非減光モード制御信
号及び第２減光モード制御信号を、第２セグメントの発
光面積に比例する同一のデューティ比にて発生し、定電
流設定手段は、第１及び第２の非減光モード制御信号に
基づき第１及び第２の定電流の各ピーク値を第１及び第
２のセグメントの各発光面積のうち最大の発光面積に比
例する同一の値（以下、非減光モードピーク値という）
に設定し、また、第１及び第２の減光モード制御信号に
基づき第１及び第２の定電流の各ピーク値を上記非減光
モードピーク値よりも小さな同一の値（以下、減光モー
ドピーク値という）に設定し、電流供給手段は、表示素
子を非減光モードにおくとき、上記非減光モードピーク
値でもって、第１セグメントへの第１定電流の供給を第
１非減光モード制御信号のデューティ比にて行うととも
に第２セグメントへの第２定電流の供給を第２非減光モ
ード制御信号のデューティ比にて行い、また、表示素子
を減光モードにおくとき、非減光モードピーク値でもっ
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て、第１セグメントへの第１定電流の供給を第１減光モ
ード制御信号のデューティ比にて行うとともに、第２セ
グメントへの第２定電流の供給を第２非減光モード制御
信号のデューティ比にて行うことを特徴とする。
【００２８】これにより、各定電流の供給時間は、非減
光モード及び減光モードのいずれでも、非減光モード制
御信号及び減光モード制御信号のデューティ比に起因し
て、それぞれ、第１及び第２のセグメントの各発光面積
に比例する時間である。
【００２９】また、非減光モード及び減光モードのいず
れにおいても、第１及び第２の定電流の各供給時間は、
それぞれ、第１及び第２のセグメントの各発光面積に比
例するように設定されているが、減光モードでの各定電
流のピーク値は、それぞれ、非減光モードでの各定電流
のピーク値よりも小さい。
【００３０】このため、第１及び第２の各電気的等価回
路のコンデンサの静電容量が相互に異なり、充電に要す
る時間が異なっていても、第１及び第２のセグメントへ
の発光に関与する定電流の立ち上がり遅れによる流入減
少量の、第１及び第２のセグメントへ供給される発光に
関与する電流量に対する比率は、各セグメントで同等で
ある。よって、非減光モードは勿論のこと、減光モード
においても、各セグメントの発光輝度は、相互にほぼ均
一となるから、表示素子の表示むらが発生することがな
い。従って、例えば、非減光モード時に見えなかった表
示むらが後減光モード時に見えるということはない。
【００３１】なお、上記各手段の括弧内の符号は、後述
する実施形態に記載の具体的手段との対応関係を示すも
のである。
【００３２】
【発明の実施の形態】以下、本発明の各実施形態を図面
により説明する。
【００３３】（第１実施形態）図１は、本発明が適用さ
れたセグメント型表示装置の第１実施形態を示してい
る。当該表示装置は、図１にて示すごとく、図６にて示
したセグメント型有機ＥＬパネル１０と、制御ＩＣ回路
２０と、定電流駆動ＩＣ回路３０と、各電圧設定器４０
ａ乃至４０ｃとを備えている。
【００３４】制御ＩＣ回路２０は、発光させる画素（セ
グメント）を選択する画素選択信号、定電流駆動ＩＣ回
路３０を制御するシフトクロック、ラッチ信号、イネー
ブル信号、リセット信号等の制御信号を発生する。ま
た、当該制御ＩＣ回路２０は、有機ＥＬパネル１０を非
減光モード（図２参照）或いは減光モード（図３参照）
におくようにパルス状の複数の駆動電圧を出力する。そ
して、制御ＩＣ回路２０は、その減光機能により、有機
ＥＬパネル１０を減光モードにおく。
【００３５】ここで、制御ＩＣ回路２０がどのような駆
動電圧を出力するかにつき図２及び図３に基づき説明す
る。制御ＩＣ回路２０は、セグメント１０ａを駆動する
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9
ためのパルス状の両駆動電圧ＶＡ、ＶＢ、セグメント１
０ｂを駆動するためのパルス状の両駆動電圧ＶＣ、ＶＤ
及びセグメント１０ｃを駆動するためのパルス状の両駆
動電圧ＶＥ、ＶＦを出力する。
【００３６】図２の非減光モードでは、各駆動電圧Ｖ
Ａ、ＶＣ、ＶＥは、図７の駆動電圧ｖａと同一であり、
各駆動電圧ＶＢ、ＶＤ、ＶＦは、図７の駆動電圧ｖｂと
同一である。従って、各駆動電圧ＶＡ、ＶＣ、ＶＥがハ
イレベルにある時間τ及び各駆動電圧ＶＢ、ＶＤ、ＶＦ
がローレベルにある時間τは、駆動電圧ｖａがハイレベ
ルにある時間Ｔ１と同一である。
【００３７】一方、図３に減光モードでは、各駆動電圧
ＶＡ、ＶＣ、ＶＥがハイレベルにある時間τ１及び各駆
動電圧ＶＢ、ＶＤ、ＶＦがローレベルにある時間τ１
は、図２の非減光モードにおいて各駆動電圧ＶＡ、Ｖ
Ｃ、ＶＥがハイレベルにある時間τの６分の１である。
【００３８】定電流駆動ＩＣ回路３０は、データバッフ
ァ３１と、各電流設定部３２、３３、３４と、複数の電
流供給部３５乃至３７とを備えている。データバッファ
３１は、制御ＩＣ回路２０から画素選択信号を画素数分
入力された段階で入力されるラッチ信号等の制御信号に
同期して、両駆動電圧ＶＡ、ＶＢを電流供給部３５に出
力し、両駆動電圧ＶＣ、ＶＤを電流供給部３６に出力
し、両駆動電圧ＶＥ、ＶＦを電流供給部３７に出力す
る。
【００３９】各電流設定部３２乃至３４は、それぞれ、
カレントミラー回路や、基準電圧に基づく定電流制御回
路等であって、電流設定部３２は、電圧設定器４０ａの
設定電圧に基づき、電流供給部３５からセグメント１０
ａに供給すべき定電流ＩＡを設定する。電流設定部３３
は、電圧設定器４０ｂの設定電圧に基づき、電流供給部
３６からセグメント１０ｂに供給すべき定電流ＩＢを設
定する。また、電流設定部３４は、電圧設定器４０ｃの
設定電圧に基づき、電流供給部３７からセグメント１０
ｃに供給すべき定電流ＩＣを設定する。
【００４０】ここで、非減光モードでは、各定電流ＩＡ
乃至ＩＣのピーク値は各セグメント１０ａ乃至１０ｃの
発光面積に応じて設定される。これは、有機ＥＬパネル
１０の各セグメントの発光輝度は、当該各セグメントに
その発光面積に応じて供給される定電流の電流密度（セ
グメントに供給される単位発光面積あたりの電流量）に
比例するからである。具体的には、定電流ＩＢのピーク
値は定電流ＩＡのピーク値（図７にて示すピーク値Ｉｐ
と同一）の２分の１に設定され、定電流ＩＣは定電流Ｉ
Ａのピーク値Ｉｐの４分の１に設定される。
【００４１】各電圧設定器４０ａ乃至４０ｃは、それぞ
れ、所定の電圧を設定する。ここで、各電圧設定器４０
ａ乃至４０ｃの設定電圧は、各定電流ＩＡ乃至ＩＣのピ
ーク値にそれぞれ比例して設定されている。
【００４２】電流供給部３５は、定電流源３５ａと、両
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ＦＥＴｎ、ｐからなるプッシュプル回路３５ｂとを備え
ている。定電流源３５ａは、電流設定部３２により設定
された定電流ＩＡをプッシュプル回路３５ｂに供給す
る。このプッシュプル回路３５ｂは、データバッファ３
１による上記同期制御のもと、両駆動電圧ＶＡ、ＶＢを
入力されて、駆動電圧ＶＡでＦＥＴｎにてオンされ駆動
電圧ＶＢにてＦＥＴｐにてオフされて、定電流源３５ａ
からの定電流ＩＡをセグメント１０ａに供給する。
【００４３】電流供給部３６は、電流供給部３５と同様
に、定電流源３６ａと、両ＦＥＴｎ、ｐからなるプッシ
ュプル回路３６ｂとを備えている。この電流供給部３６
においては、定電流源３６ａは、電流設定部３３により
設定された定電流ＩＢをプッシュプル回路３６ｂに供給
する。このプッシュプル回路３６ｂは、データバッファ
３１による上記同期制御のもと、両駆動電圧ＶＣ、ＶＤ
を入力されて、駆動電圧ＶＣでＦＥＴｎにてオンされ駆
動電圧ＶＤにてＦＥＴｐにてオフされて、定電流源３６
ａからの定電流ＩＢをセグメント１０ｂに供給する。
【００４４】また、電流供給部３７は、電流供給部３５
と同様に、定電流源３７ａと、両ＦＥＴｎ、ｐからなる
プッシュプル回路３７ｂとを備えている。この電流供給
部３７においては、定電流源３７ａは、電流設定部３４
により設定された定電流ＩＣをプッシュプル回路３７ｂ
に供給する。このプッシュプル回路３７ｂは、データバ
ッファ３１による上記同期制御のもと、両駆動電圧Ｖ
Ｅ、ＶＦを入力されて、駆動電圧ＶＥでＦＥＴｎにてオ
ンされ駆動電圧ＶＦにてＦＥＴｐにてオフされて、定電
流源３７ａからの定電流ＩＣをセグメント１０ｃに供給
する。
【００４５】本第１実施形態では、各プッシュプル回路
３５ｂ、３６ｂ、３７ｂは、そのプッシュ側、即ち、ソ
ース側にてセグメントに電流を流入させるようになって
おり、各プッシュプル回路３５ｂ、３６ｂ、３７ｂは、
そのプル側にて、有機ＥＬパネル１０の発光層を構成す
る有機ＥＬの劣化を遅延させるための逆方向への電圧を
印加するシンクとして構成されている。また、各画素
（各セグメント）には順方向及び逆方向に交互に印加す
る必要があるため、各画素の発光時にはＶｓｓ側をオフ
状態とし各画素の非発光時にはＶｄｄ側をオフ状態とす
るように交互に切り替わるコモンを備える。
【００４６】以上のように構成した本第１実施形態にお
いて、非減光モードでは、制御ＩＣ回路２０が、図２に
て示すような各駆動電圧ＶＡ、ＶＢ、ＶＣ、ＶＤ、Ｖ
Ｅ、ＶＦをデータバッファ３１を介し出力すると、電流
供給部３５では、プッシュプル回路３５ｂが、時間τの
間、ＦＥＴｐにて駆動電圧ＶＡによりオンされるととも
にＦＥＴｎにて駆動電圧ＶＢによりオフされて、電圧設
定器４０ａの設定電圧に基づき電流設定部３２で設定さ
れた定電流ＩＡを有機ＥＬパネル１０のセグメント１０
ａに供給する。
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【００４７】また、電流供給部３６では、プッシュプル
回路３６ｂが、時間τの間、ＦＥＴｐにて駆動電圧ＶＣ
によりオンされるとともにＦＥＴｎにて駆動電圧ＶＤに
よりオフされて、電圧設定器４０ｂの設定電圧に基づき
電流設定部３３で設定された定電流ＩＢを有機ＥＬパネ
ル１０のセグメント１０ｂに供給する。
【００４８】また、電流供給部３７では、プッシュプル
回路３７ｂが、時間τの間、ＦＥＴｐにて駆動電圧ＶＥ
によりオンされるとともにＦＥＴｎにて駆動電圧ＶＦに
よりオフされて、電圧設定器４０ｃの設定電圧に基づき
電流設定部３３で設定された定電流ＩＣをセグメント１
０ｃに供給する。なお、非減光モードでは、時間τが各
駆動電圧ＶＡ、ＶＢ、ＶＣ、ＶＤ、ＶＥ、ＶＦのデュー
ティ比を特定する。
【００４９】一方、減光モードでは、制御ＩＣ回路２０
が、図３にて示すような各駆動電圧ＶＡ、ＶＢ、ＶＣ、
ＶＤ、ＶＥ、ＶＦをデータバッファ３１を介し出力する
と、電流供給部３５では、プッシュプル回路３５ｂが、
時間τ１の間、ＦＥＴｐにて駆動電圧ＶＡによりオンさ
れるとともにＦＥＴｎにて駆動電圧ＶＢによりオフされ
て、電圧設定器４０ａの設定電圧に基づき電流設定部３
２で設定された電流を定電流ＩＡとして有機ＥＬパネル
１０のセグメント１０ａに供給する。
【００５０】また、電流供給部３６では、プッシュプル
回路３６ｂが、時間τ１の間、ＦＥＴｐにて駆動電圧Ｖ
ＣによりオンされるとともにＦＥＴｎにて駆動電圧ＶＤ
によりオフされて、電圧設定器４０ｂの設定電圧に基づ
き電流設定部３３で設定された電流を定電流ＩＢとして
有機ＥＬパネル１０のセグメント１０ｂに供給する。
【００５１】また、電流供給部３７では、プッシュプル
回路３７ｂが、時間τ１の間、ＦＥＴｐにて駆動電圧Ｖ
ＥによりオンされるとともにＦＥＴｎにて駆動電圧ＶＦ
によりオフされて、電圧設定器４０ｃの設定電圧に基づ
き電流設定部３３で設定された電流を定電流ＩＣとして
セグメント１０ｃに供給する。なお、減光モードでは、
時間τ１が各駆動電圧ＶＡ、ＶＢ、ＶＣ、ＶＤ、ＶＥ、
ＶＦのデューティ比を特定する。
【００５２】しかして、非減光モード及び減光モードの
いずれにおいても、各電流供給部３５乃至３７の電流供
給は、データバッファ３１による上記同期制御のもとに
なされるが、各定電流ＩＡ、ＩＢ及びＩＣの供給時間
は、非減光モードでは各駆動電圧ＶＡ乃至ＶＦのハイレ
ベル時間τに起因して共に時間τであり、減光モードで
は各駆動電圧ＶＡ乃至ＶＦのハイレベル時間τ１に起因
して共に時間τ１である。
【００５３】また、非減光モード及び減光モードのいず
れにおいても、上述のごとく、電圧設定器４０ａの設定
電圧、即ち電流設定部３２の設定電流は、セグメント１
０ａの発光面積に比例するように設定され、電圧設定器
４０ｂの設定電圧、即ち、電流設定部３３の設定電流
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は、セグメント１０ｂの発光面積に比例するように設定
され、電圧設定器４０ｃの設定電圧、即ち、電流設定部
３４の設定電流はセグメント１０ｃの発光面積に比例す
るように設定されている。換言すれば、非減光モード及
び減光モードのいずれにおいても、上述のごとく、定電
流ＩＢのピーク値は、定電流ＩＡのピーク値Ｉｐの２分
の１に設定され、定電流ＩＣのピーク値は、定電流ＩＡ
のピーク値Ｉｐの４分の１に設定されている（図２及び
図３参照）。
【００５４】従って、各セグメント１０ａ乃至１０ｃの
コンデンサＣ１乃至Ｃ３の静電容量が上述のように相互
に異なっていても、各セグメント１０ａ乃至１０ｃの上
記等価回路の時定数は共にほぼ同一となり、このため、
各コンデンサＣ１乃至Ｃ３の充電に要する時間は共にほ
ぼ同一になる。換言すれば、セグメント１０ａでの定電
流ＩＡの立ち上がり時間、セグメント１０ｂでの定電流
ＩＢの立ち上がり時間及びセグメント１０ｃでの定電流
ＩＣの立ち上がり時間は、共にほぼ同一になる。
【００５５】従って、非減光モード及び減光モードのい
ずれもおいても、上述のような各定電流ＩＡ、ＩＢ、Ｉ
Ｃのほぼ同一の立ち上がり特性に基づき、セグメント１
０ａへの供給電流の電流密度、セグメント１０ｂへの供
給電流の電流密度及びセグメント１０ｃへの供給電流の
電流密度は、相互にほぼ同一の値となる。よって、各セ
グメント１０ａ、１０ｂ及びセグメント１０ｃの発光輝
度は、相互にほぼ均一となるから、有機ＥＬパネル１０
の表示むらが発生することがない。このような作用効果
は減光モードにおいて特に著しい。
【００５６】この点につき詳細に説明する。減光モード
では各定電流の供給時間が非減光モードよりも６分の１
と大幅に短いことから、各定電流の立ち上がりの遅れに
より対応の各セグメントに流入すべき定電流の減少分が
時間τ１内に当該各セグメントに流れる定電流の量に対
する比率は、非減光モードに比べても大きいが、上述の
ように、各定電流ＩＡ乃至ＩＣの立ち上がりの遅れ特性
が相互にほぼ同一であることから、これによる各セグメ
ントの電流密度もほぼ同一になり、その結果、各セグメ
ントの発光輝度もほぼ同一になる。よって、減光モード
において、有機ＥＬパネル１０の表示面における輝度む
らは殆ど発生しない。従って、例えば、非減光モード時
に見えなかった表示むらが後の減光モード時に見えると
いうことはない。
【００５７】（第２実施形態）図４は本発明の第２実施
形態を示している。この第２実施形態では、上記第１実
施形態にて述べた制御ＩＣ回路２０及び各電流設定部３
２乃至３４に代えて、制御ＩＣ回路２０Ａ及び各電流設
定部３２Ａ乃至３４Ａが採用されている。
【００５８】制御ＩＣ回路２０Ａは、発光させる画素を
選択する画素選択信号、定電流駆動ＩＣ回路３０を制御
するシフトクロック、ラッチ信号、イネーブル信号、リ
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セット信号等の制御信号を発生する。また、当該制御Ｉ
Ｃ回路２０Ａは、上記第１実施形態にて述べた有機ＥＬ
パネル１０を非減光モード（図７参照）或いは減光モー
ド（図５参照）におくようにパルス状の複数の駆動電圧
を出力する。そして、制御ＩＣ回路２０Ａは、その減光
機能により、有機ＥＬパネル１０を減光モードにおく。
【００５９】ここで、制御ＩＣ回路２０Ａがどのような
駆動電圧を出力するかにつき図７及び図５に基づき説明
する。非減光モード及び減光モードのいずれにおいて
も、図７に基づき既に説明したように制御ＩＣ回路２０
が出力する各駆動電圧ＶＡ、ＶＢ、ＶＣ、ＶＤ、ＶＥ、
ＶＦが、制御ＩＣ回路２０Ａによって出力される。ま
た、制御ＩＣ回路２０Ａは、制御ＩＣ回路２０とは異な
り、各電流設定部３２Ａ、３３Ａ、３４Ａの設定電流の
ピーク値Ｉｐを減光モード時に６分の１に低下させるよ
うに制御する。
【００６０】各電流設定部３２Ａ乃至３４Ａは、非減光
モードでは、それぞれ、上記各電流設定部３２乃至３４
と同様のピーク値Ｉｐの定電流ｉａ、ｉｂ、ｉｃ（図７
参照）を出力するように設定する。また、各電流設定部
３２Ａ乃至３４Ａは、減光モードでは、制御ＩＣ回路２
０Ａにより制御を受けて、それぞれ、ピーク値Ｉｐの６
分の１をピーク値とする定電流Ｉａ、Ｉｂ、Ｉｃ（図５
参照）を出力する。
【００６１】電流供給部３５では、定電流源３５ａは、
電流設定部３２Ａからの設定定電流ｉａ（又はＩａ）を
プッシュプル回路３５ｂに供給する。このプッシュプル
回路３５ｂは、データバッファ３１による上記同期制御
のもと、両駆動電圧ｖａ、ｖｂを入力されて、駆動電圧
ｖａでＦＥＴｎにてオンされ駆動電圧ｖｂにてＦＥＴｐ
にてオフされて、定電流源３５ａからの定電流ｉａ（又
はＩａ）をセグメント１０ａに供給する。
【００６２】電流供給部３６では、定電流源３６ａは、
電流設定部３３Ａからの設定定電流ｉｂ（又はＩｂ）を
プッシュプル回路３６ｂに供給する。このプッシュプル
回路３６ｂは、データバッファ３１による上記同期制御
のもと、両駆動電圧ｖｃ、ｖｄを入力されて、駆動電圧
ｖｃでＦＥＴｎにてオンされ駆動電圧ｖｄにてＦＥＴｐ
にてオフされて、定電流源３６ａからの定電流ｉｂ（又
はＩｂ）をセグメント１０ｂに供給する。
【００６３】また、電流供給部３７では、定電流源３７
ａは、電流設定部３４Ａからの設定定電流ｉｃ（又はＩ
ｃ）をプッシュプル回路３７ｂに供給する。このプッシ
ュプル回路３７ｂは、データバッファ３１による上記同
期制御のもと、両駆動電圧ｖｅ、ｖｆを入力されて、駆
動電圧ｖｅでＦＥＴｎにてオンされ駆動電圧ｖｆにてＦ
ＥＴｐにてオフされて、定電流源３７ａからの定電流ｉ
ｃ（又はＩｃ）をセグメント１０ｃに供給する。その他
の構成は上記第１実施形態と同様である。
【００６４】このように構成した本第２実施形態におい
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て、非減光モードでは、制御ＩＣ回路２０Ａが、図７に
て示すような各駆動電圧ｖａ、ｖｂ、ｖｃ、ｖｄ、ｖ
ｅ、ｖｆをデータバッファ３１を介し出力すると、電流
供給部３５では、プッシュプル回路３５ｂが、時間Ｔ１
の間、ＦＥＴｐにて駆動電圧ｖａによりオンされるとと
もにＦＥＴｎにて駆動電圧ｖｂによりオフされて、電圧
設定器４０ａの設定電圧に基づき設定された電流設定部
３２Ａからの定電流ｉａを有機ＥＬパネル１０のセグメ
ント１０ａに供給する。
【００６５】また、電流供給部３６では、プッシュプル
回路３６ｂが、時間Ｔ２の間、ＦＥＴｐにて駆動電圧ｖ
ｃによりオンされるとともにＦＥＴｎにて駆動電圧ｖｄ
によりオフされて、電圧設定器４０ｂの設定電圧に基づ
き設定された電流設定部３３Ａからの定電流ｉｂを有機
ＥＬパネル１０のセグメント１０ｂに供給する。
【００６６】また、電流供給部３７では、プッシュプル
回路３７ｂが、時間Ｔ３の間、ＦＥＴｐにて駆動電圧ｖ
ｅによりオンされるとともにＦＥＴｎにて駆動電圧ｖｆ
によりオフされて、電圧設定器４０ｃの設定電圧に基づ
き設定された電流設定部３４Ａで設定された電流を定電
流ＩＣとしてセグメント１０ｃに供給する。
【００６７】一方、減光モードでは、制御ＩＣ回路２０
Ａが、図５にて示すような各駆動電圧ｖａ、ｖｂ、ｖ
ｃ、ｖｄ、ｖｅ、ｖｆをデータバッファ３１を介し出力
すると、電流供給部３５では、プッシュプル回路３５ｂ
が、時間Ｔ１の間、ＦＥＴｐにて駆動電圧ｖａによりオ
ンされるとともにＦＥＴｎにて駆動電圧ｖｂによりオフ
されて、制御ＩＣ回路２０Ａで減光制御された電流設定
部３２Ａからの定電流Ｉａを有機ＥＬパネル１０のセグ
メント１０ａに供給する。
【００６８】また、電流供給部３６では、プッシュプル
回路３６ｂが、時間Ｔ２の間、ＦＥＴｐにて駆動電圧ｖ
ｃによりオンされるとともにＦＥＴｎにて駆動電圧ｖｄ
によりオフされて、制御ＩＣ回路２０Ａで減光制御され
た電流設定部３３Ａからの定電流Ｉｂを有機ＥＬパネル
１０のセグメント１０ｂに供給する。
【００６９】また、電流供給部３７では、プッシュプル
回路３７ｂが、時間Ｔ３の間、ＦＥＴｐにて駆動電圧ｖ
ｅによりオンされるとともにＦＥＴｎにて駆動電圧ｖｆ
によりオフされて、制御ＩＣ回路２０Ａで減光制御され
た電流設定部３３Ａからの定電流Ｉｃをセグメント１０
ｃに供給する。
【００７０】しかして、非減光モード及び減光モードの
いずれにおいても、各電流供給部３５乃至３７の電流供
給は、データバッファ３１による上記同期制御のもとに
なされるが、非減光モードでは、各定電流ｉａ、ｉｂ及
びｉｃの供給時間は両駆動電圧ｖａ、ｖｂのハイレベル
時間Ｔ１、両駆動電圧ｖｃ、ｖｄのハイレベル時間Ｔ２
及び両駆動電圧ｖｅ、ｖｆのハイレベル時間Ｔ３に起因
して、それぞれ、時間Ｔ１、Ｔ２及びＴ３であり、減光
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モードでも、各定電流Ｉａ、Ｉｂ及びＩｃの供給時間
は、それぞれ、非減光モードと同様に、時間Ｔ１、Ｔ２
及びＴ３である。
【００７１】また、非減光モード及び減光モードのいず
れにおいても、上述のごとく、電流設定部３２Ａの設定
電流の供給時間Ｔ１は、セグメント１０ａの発光面積に
比例するように設定され、電流設定部３３Ａの設定電流
の供給時間Ｔ２は、セグメント１０ｂの発光面積に比例
するように設定され、電流設定部３４Ａの設定電流の供
給時間Ｔ３はセグメント１０ｃの発光面積に比例するよ
うに設定されているが、減光モードでの各定電流Ｉａ、
Ｉｂ、Ｉｃのピーク値は、それぞれ、非減光モードでの
各定電流ｉａ、ｉｂ、ｉｃのピーク値Ｉｐの６分の１で
ある。
【００７２】従って、各セグメント１０ａ乃至１０ｃの
コンデンサＣ１乃至Ｃ３の静電容量が上述のように異な
り、各セグメント１０ａ乃至１０ｃの上記等価回路の時
定数が異なっていても、定電流の供給時間に対する立ち
上がり時間の比は、各セグメントで同等である。
【００７３】例えば、セグメント１０ａの立ち上がり時
間（＝Ｔｒａ）とセグメント１０ａへの定電流供給時間
（＝Ｔｗａ）の比率（＝Ｔｒａ／Ｔｗａ）と、セグメン
ト１０ｂの立ち上がり時間（＝Ｔｒｂ）とセグメント１
０ｂへの定電流供給時間（＝Ｔｗｂ）の比率（＝Ｔｒｂ
／Ｔｗｂ）、セグメント１０ｃの立ち上がり時間（＝Ｔ
ｒｃ）とセグメント１０ｃへの定電流供給時間（＝Ｔｗ
ｃ）の比率（Ｔｒｃ／Ｔｗｃ）はそれぞれほぼ同じにな
る。
【００７４】換言すれば、各セグメントに供給される発
光に関与する電流の総量と、発光に関与する電流の立ち
上がり遅れによる減少量の比率は同等になる。よって、
非減光モード及び減光モードのそれぞれにおいて、各セ
グメント１０ａ、１０ｂ及びセグメント１０ｃの発光輝
度は、相互にほぼ均一となるから、有機ＥＬパネル１０
の表示むらが発生することがない。このような作用効果
は本第２実施形態でも減光モードにおいて特に著しい。
【００７５】この点につき詳細に説明する。減光モード
では各定電流のピーク値が非減光モードよりも６分の１
と大幅に小さいことから、定電流の立ち上がりの遅れに
より対応のセグメントに流入すべき定電流の減少分が時
間Ｔ１、Ｔ２或いはＴ３内に当該セグメントに流れる定
電流の量に対する比率は、非減光モードに比べて大きい
が、上述のように、各定電流Ｉａ乃至Ｉｃの立ち上がり
の遅れの供給電流量に対する比率が相互にほぼ同一であ
ることから、これによる各セグメントの電流密度もほぼ
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同一になり、その結果、各セグメントの発光輝度もほぼ
同一になる。よって、減光モードにおいて、有機ＥＬパ
ネル１０の表示面における輝度むらは殆ど発生しない。
従って、例えば、非減光モード時に見えなかった表示む
らが後減光モード時に見えるということはない。
【００７６】なお、本発明の実施にあたり、定電流駆動
ＩＣ回路３０の各電流設定部は、当該定電流駆動ＩＣ回
路３０に内蔵することなく外付けとするようにしてもよ
い。
【００７７】また、本発明の実施にあたり、各電圧設定
器４０ａ乃至４０ｃに代えて、これらの各設定電圧を表
す各抵抗値を設定する各抵抗設定器を採用してもよい。
【００７８】また、本発明の実施にあたり、有機ＥＬパ
ネルに限ることなく、セグメント型の自発光パネルや液
晶パネル等のセグメント型表示素子の駆動装置に本発明
を適用してもよい。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施形態を示す概略全体構成図で
ある。
【図２】非減光モードにおける図１の各プッシュプル回
路の両ＦＥＴの動作波形及び各セグメントの電流波形を
示すタイミングチャートである。
【図３】減光モードにおける図１の各プッシュプル回路
の両ＦＥＴの動作波形及び各セグメントの電流波形を示
すタイミングチャートである。
【図４】本発明の第２実施形態を示す概略全体構成図で
ある。
【図５】本発明の第２実施形態における減光モードでの
図４の各プッシュプル回路の両ＦＥＴの動作波形及び各
セグメントの電流波形を示すタイミングチャートであ
る。
【図６】従来の有機ＥＬパネルの模式的構成図である。
【図７】図６の有機ＥＬパネルの非減光モードにおける
各プッシュプル回路の両ＦＥＴの動作波形及び各セグメ
ントの電流波形を示すタイミングチャートである。
【図８】図６の有機ＥＬパネルの減光モードにおける各
プッシュプル回路の両ＦＥＴの動作波形及び各セグメン
トの電流波形を示すタイミングチャートである。
【符号の説明】
１０…有機ＥＬパネル、１０ａ乃至１０ｃ…セグメン
ト、２０、２０Ａ…制御ＩＣ回路、３０…定電流ＩＣ駆
動回路、３１…データバッファ、３２、３２Ａ、３３、
３３Ａ、３４、３４Ａ…電流設定部、３５乃至３７…電
流供給部、４０ａ乃至４０ｃ…電圧設定器。
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